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Ⅰ　 Ⅱ　 Ⅲ Ⅰ　 Ⅱ　　　　　Ⅲ
この活動では、ある程度形式のととのった曲は作成
できたものの、型にはめる、モチーフの一部をさらに
使って展開させる、など、作曲法にのっとらなければ
ならないと捉えてしまったのか、壁にぶつかったグル
ープが多くみられた。それまでの創作心の自由さが途
端に失われたようであった。
これに反省をうけ、次の時間には形式にはとらわれ
ずに短い曲を作る活動とした。また、前時には民謡音
階に調絃してあったが、琉球音階でやりたいという学
生の要望に従い、図６　ａ.ｂ.の二つの音列で調絃を
行った。
ａの調絃は、平調子や民謡音階にならい、五音音階
の構成音をできるだけ多くならべ、一の糸には属音の
ような効果をもたらすベース音を充てたものである。
こうすることで、一、二の二つの音だけでもオスティ
ナート伴奏が可能であるし、他の音は互いに響き合っ
て箏自体の音色が深く、豊かになる。一方、bの調絃
例は、『てぃんさぐぬ花』５）のものであるが、前時に
この曲を学習した際に使用した調絃がそのまま残って
いたものを、学生たちは利用したのである。考察して
みると、音階の固有音以外にもメロディの派生音とし
て２度音程の音が間に入った音列になっているが、こ
ちらのほうが創作しやすい様子であった。ａの調絃で
は、『さざ波』というタイトルの静かな海の様子を描
いた曲が仕上がった。ｂの調絃では、図７に掲載した
静と動の２部構成になった『さとうきびドリーム』が
作曲され、その完成度の高さに受講生も私自身も惹き
こまれた。学生たちの授業記録にも、難しいと思って
いたがやってみると意外に出来たことに、達成感を抱
いている様子が解る。音階の力も実感した様子がうか
がえる。
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図６　琉球音階での調絃例
琉球音階　a．
琉球音階　b．
図７　『さとうきびドリーム』～沖縄の風にのせて～
『さとうきびドリーム』第２部～めんそーれ沖縄～
・箏は何番と何番を組み合わせても不協和音にな
らないので気軽に曲を作れると思った。
・沖縄音階で作った曲は、α波が出てきそう。そ
のままオルゴールにしたい。音階が違うと、こ
んなに雰囲気が違うのかと驚いた。
・曲作りは、最初はすごく難しいと思っていたけ
れど、やってみると楽しくなってきました。
エ）物語の音楽つくり
箏の豊かな響きが日本古謡の情緒を自然に醸し出す
ことについては、前著でも述べた。『かさじぞう』６）の
活動の成果の一例も同様に前述したとおりだが、次年
度の受講生たちにおいても、成果を出している。そこ
で、発展的学習として、小学校４年生、１年生、２年
生の教科書(教育芸術社)にそれぞれ掲載されている
『つるのおんがえし』、『おむすびころりん』、『ないた
あかおに』についても、箏による楽譜を作って発表す
る取り組みを行った。
『かさじぞう』では、繰り返される伴奏形がまるで
雪がしんしんと降る様子を描いているようであった
が、これは物語の場面設定を明確に行う。それだけで
なく物語を通して背景に横たわる時間の流れ方のよう
なもの、笠が売れず重い足取りで御爺さんが歩く様子、
季節も生活も厳しい様子などが、箏の響きと単純なオ
スティナートによって（むしろ単純だからこそ）あり
ありと描かれるのである。
『つるのおんがえし』［図８］の創作では、箏１面
を３人で演奏するもの、また箏２面を用いるものなど
の作品が生まれ、締め太鼓や拍子木、リコーダーなど
を取り入れた編成となった。興味深いのは『かさじぞ
う』における「雪が降る様子」を倣った背景に漂う流
れとして「機織りの音」を模倣する効果音が取り入れ
られたことである。２番目に掲載した作品では、間奏
に教科書掲載のメロディを取り入れ、教材の関連性を
持たせてある。他の２作品においても間奏が創作され、
どの作品も小学生が取り組めるように単純な音運びと
なっていることに注目したい。『ないたあかおに』［図
９］ではメロディ２音に対して１音だけ箏で演奏し、
小学生用に工夫した編曲となっている。
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図８　『つるのおんがえし』 ３作品
これらの活動を通して、学生たちが箏の可能性を十
分に理解し、対象を考慮した教材作成を試みているこ
とが作品からも、また授業記録からもうかがえる。
・物語の雰囲気や様子、世界観が箏によってより
表現しやすくなる、増長されると思った。
・箏は１面あるだけで旋律とＢＧＭが両方でき
る。
・箏をＢＧＭのように使ったが、それだけで日本
の冬の情景が浮かんだ（かさじぞう）。多分ピ
アノで同じことをやっても、こうはいかないだ
ろうと思った。
・ナレーション部分、間奏、伴奏の装飾など工夫
を施す箇所がたくさんあり個性が出る。
・箏に触れて間もない私たちでも音の工夫ができ
ることに驚いた。現場で使えると思う。
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図９　『ないたあかおに』
が最も多く、「名前呼びリレー」や「オルフ楽器との
合奏」と続いた。難しいと感じた理由については、物
語の音楽に合うように作るのが難しい、調絃が同じだ
と似たような曲になる、などコメントされている。ま
た難しいと感じた者においても＜箏での創作は楽しか
ったか＞の問いでは楽しかったとの回答が多く、37名
中、５段階の１（楽しい）：27名、２：５名、３：３
名となっており４、５は０である。
＜物語の音楽つくりは簡単だったか＞の問いには、
１（簡単）：３、２：８、３：９、４：14、５：１
とやや難しかったという回答が多いが、理由は「物語
の場面、歌詞に合う音作りや奏法を探すのが難しかっ
た」というもので音楽的に高度な取り組みを行ってい
たことがうかがえる。簡単だった理由は、「同じ伴奏
形で雰囲気が出る」「西洋音楽の和声ルールに捉われ
ず作れる」などがある。＜箏で演奏することでより効
果的だと思うこと＞の問いには、日本の曲がより日本
らしくひきたつ、日本文化・精神の理解、昔話に味が
出る、などが挙げられた。
＜箏を小中学校の現場で使ってみようと思うか＞の
問いには、１（思う）：22、２：10、３：５、４：０、
５：０となり、実践してみたい内容で最も多いのは
「３人で１面の箏を使う簡単な曲」、他はほぼ同数で、
「歌、リコーダーと一緒に」、「創作活動（オルフ楽器
など）」、「日本民謡（こきりこ節、八木節）」、「物語の
音楽」が挙げられた。
このアンケートは、箏を演奏すること全般を含め
た簡単な意識調査だったため、ある程度の動向は掴め
たが、難しさ、簡単さ、面白さなどの自己評価につい
て、どの点についてそう感じたのか明確にならないと
ころもあった。今後さらに細目別のアンケートを行う
ための予備調査ともいえる結果となり、課題が残され
る。
結　び
本論では、ア）名前呼びリレー、イ）オルフ楽器と
の即興合奏、ウ）作曲、エ）物語の音楽づくり、につ
いて本学「邦楽器演習」および教養教育の「和の響き
と日本文化」における実践例をもとに、箏が創作・物
語の音楽づくりに大変有用であることを述べた。授業
に参加した学生たちは皆、はじめは箏という楽器に慣
れ親しんでいたわけではない。しかし、15回の授業を
物語の音楽づくりとしては他にも、地域の民話や昔
話に音楽を作って発表をするという活動を行った。こ
ちらは各グループで題材を選択し、歌になりうるとこ
ろの歌詞づくりから始め、曲やナレーションの伴奏も
つくるというもの。シナリオ書き、作曲から音楽監督
まですべてを自分の手で行う総合芸術への試みと言
え、ワーグナーの楽劇に通じるものがある。題材にし
たのは『ぶんぶく茶がま』、『だるまの神様』、『キツネ
とタヌキのばけくらべ』などで、図10、図11にあるよ
うに楽譜らしきものはなくても、メモ書きのようなも
ので、演奏することができた。
Ⅲ．学生の意識調査アンケート
これまで創作・物語の音楽について実践例を通して
箏の有用性および学習の成果を述べてきたが、履修者
自身はどのように捉えているのかを探るため、過去３
年間４学年の「邦楽器演習」「和の響きと日本文化」
の履修者（音楽専攻生）にアンケート調査を行った。
回収数は計37名分、形式は質問に対して５段階の自己
評価と評価の理由付け、評価対象の内容を記述式で行
うものである。
＜創作について箏だと簡単だと感じたか＞の問いに
５段階で１（簡単）：５名、２（やや簡単）：10名、
３：７名、難しいと感じたものは４、５の計９名であ
った。また、簡単だと感じた内容は「メロディ作り」
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図10 『ぶんぶく茶がま』
図11 『キツネとタヌキのばけくらべ』
そもそも創作に適しているが、箏を用いて、題材に日
本のわらべうたや遊び歌、昔話の音楽作りなどを取り
入れることにより、日本の情緒を味わうことができた
り、音色について深く感じたり工夫したりすることが
可能となる。忙しい現代社会に生きる子どもたちの心
は、スピードに乗り遅れてはいけないといつも急いで
いる。ゆったりとした時間の中で細やかな感性に働き
かける活動は、実は今もっとも求められているものの
一つではないだろうか。
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通して、ただ慣れただけではなくその響きに魅せられ、
箏という楽器を用いて様々なことが出来ることに驚
き、最終的には物語音楽を創作する、作曲をする、教
材を編曲するなど自分なりに活用することができるよ
うになった。音楽のような実技教科の場合、その特性
を頭で理解しただけではなかなか自分で授業を行うま
でには至らないと筆者は考える。自分の心で共感し、
表現し、操作する苦労を体験することで、実践力を養
うことができると考える。アンケート調査の結果から
も、箏での活動を楽しい、面白い、素敵な音が出ると
感じ、個性豊かな節づくりや、物語の場面に合ったよ
りよい音探しを行った学生たちが、将来、小中学校の
現場においても箏を授業で何らかの形で使っていきた
いと感じていることが考察される。
学校現場において、和楽器を用いた授業の展開が求
められている今、現場教員は伝統的な日本音楽の教材
を扱わなければならないと思いこみがちではないだろ
うか。しかし、一足飛びにそう考えるとハードルが高
くなるだろう。筆者は日本音楽の良さを味わうために
もまず楽器に親しみを持つことで、その入り口に立つ
ことが出来ると考える。そして、本論の実践例が語る
ように箏はそれを様々な形で可能にする。五音音階は
100 菅生千穂
